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である。本研究ノートは、英国の書物である Rushton, I. & Suter, M. (2012) Reflective Practice for 
















 筆者は 2016 年度から日本教育大学院大学に勤務している。2017 年度から星槎大学大学院教育実
践研究科の教員として、「生涯学習特論」「教育実地演習」「専門職としての職能開発」などの授
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筆者が現在翻訳に取り組んでいるのは、イギリスの教育学の書物、Rushton, I. & Suter, M. (2012), 


























Learning and Skills, QTLS）」あるいは「生涯学習分野教授ディプロマ（Diploma in Teaching in the 
Lifelong Learning Sector, DTLLS）と呼ばれる資格を提供するコースがある。この資格は、学校教員
の「正教員資格（Qualified Teacher Skills, QTS)｣とほぼ同格とされる。またイギリス、特にイングラ
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動（teaching）と学習活動（learning）について洗練された、複雑でない、常識に沿った見方を
手に入れ、自信を持って教える役割のマネージメントに取り組むことが期待できる（Rushton & 
















（Rushton & Suter, op cit, p.4-8）。 
 
 ① 教授活動と学習活動を改善し開発する 
  ・教授活動を改善し発展させる 
  ・学習者の学習活動を改善し発展させる 
 ② 仕事役割や組織に変化をもたらす 
  ・組織の変化をもたらすために 
  ・仕事役割の変化をもたらすために 
  ・あなた自身の変化が可能になる 
 ③ 規則体系に対応する 



















リフレクションする、つまり評価するという 4 段階のサイクルになると述べる（図 1 を参照）。 








出典：Rushton, I. and Suter, M.(2012), p.12 
図 1 省察の基礎モデル 
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 ・授業コースの組織（1 回限りか連続講習会か、タイムテーブル、時間配分など） 
 ・教授活動と学習活動の全体（ほかの教師の授業とその関連性など） 
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第 3 章「教育実践のレベルとモデル」では、批判的なリフレクションについて、次のように述べる。 
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の自由主義的なアプローチで進められてきた（参照、白幡, 2015）。第 7 章「継続的な専門職能力開
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Reflective Practice for Teachers as Lifelong Learners 






A Conference of the Central Council for Education Japan published in 2012 “About a General 
Improvement Policy of Teacher Competences through the Whole Professional Lives of Teachers". The 
Report advocated, "the teacher who continues lifelong learning" saying, "it is indispensable that a teacher has 
a research ability and continues lifelong learning". The image of "teacher who continues lifelong learning" 
also becomes an essence of the teacher training and the teaching certificate update classes at the Institute of 
Educational Practice, Graduate Course, Seisa University in the next fiscal year. Students of this course will be 
expected to have the ability and competence of reflection and reflective practice as well as the advancement 
of technical knowledge and the skill of the subject. 
In this study notebook, according to an English book, Rushton, I. & Suter, M. (2012) Reflective Practice 
for Teaching in Lifelong Learning, some points about “reflection” and “reflective practice” are introduced 
and their meanings for the teacher training course are clarified. Reflection on teaching and learning activity, 
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三輪建二 研究ノート： 
     三輪論文から学ぶ －省察 reflection を拡張する－ 
大野精一（本学教授） 
 






















ティ＞メンバーと協働で省察的実践 collaborative reflective practice」を行い、さらには「いったん行っ
たリフレクションをふり返ること」「リフレクションのリフレクション」「省察の省察」を積み重
ねる」以外にはない。 
 それにしても近年あまりにも時間的なゆとりのない学校現場である。各種審議会や実践研究で大
きな方向性が示されたとしても、それが現実に実現できないのでは文字通り画餅でしかなく、これ
は子どもや教師、日本社会にとって不幸なことである。三輪論文が指摘するように上述したことを
「教師が主体になって自由に展開できるような」文化的環境の実現が望まれている。 
 
